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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】外来樹チップに下水スラッジ等を加えて作成した堆肥において，発芽障害はみら

れなかった。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 小笠原ではアカギ，モクマオウ，ギンネム等の外来樹が自生種を圧倒しており，固有の環

境を守るため伐木が行われ，減容のためチップ化して野積みされている。一方で，小笠原の

土壌は明るい赤色で有機物が少なく，農地では市販堆肥を購入して散布している。多量に出

る外来樹チップ（チップ）や島内で排出される下水スラッジ（下水 S）あるいは浄水スラッ

ジ（浄水 S）を堆肥化して活用することができるか，作成した堆肥で植物に対する障害性の

確認試験を行った。 

【方 法】 

堆肥試料：2022 年９月に農業センター堆肥舎でチップ単独と，チップ 50kg に窒素源とし

てそれぞれ下水スラッジ 68kg（チップ＋下水 S），硫安 3.6kg（チップ＋N）を加え混和し山

積みにして，定期的に灌水・混和し，半年程度堆積させ風乾したものをサンプリングした。

小笠原村が，容積比でチップ：下水 S：浄水 S＝２：１：１を混和し洲崎減容場で野積みに

し，半年程度（洲崎 2022）と 1年程度（洲崎 2023）製造した堆肥をサンプリングした。 

分析方法：材料と作成堆肥３種，洲崎堆肥２種，市販バーク堆肥 1 種を風乾して ECを測

定した。障害の指標として，試料を熱水抽出した液にコマツナ種子を発芽させ，発芽率と平

均茎長から発芽インデックス（福岡農試，2006）を求めた。 

【成果の概要】 

１．チップの CN 比は 100 以上と高く，堆肥作成に窒素源が必要であることが分かる。下水

S の CN 比は 5.7 と低く，窒素源としての利用が可能である（表１）。 

２．材料のチップに比べ，堆肥は暗色で腐植化が進行しているものの，粗大なチップ片がみ

られた（図１）。 

３．下水 S は発芽率が低く，茎長が短く，発芽インデックスが低かったことから，そのまま

の使用では障害を生じる。浄水 S は茎長が短く，発芽インデックスがやや低かった。チッ

プ②で発芽インデックスが低いことから，チップの原料によって障害程度が異なること

が示唆された。堆肥ではほとんど全ての発芽インデックスが 100 程度以上と障害は出ず，

下水 Sも堆肥化することで活用できることが示された（表２）。 

４．材料では植物に障害が出るものの，堆肥化することで植物への障害を軽減できた。堆肥

５種の発芽インデックスは市販バーク堆肥と同等であった（表２）。 

【残された課題・成果の活用・留意】 

１．作成した堆肥を使った作物の栽培試験で，実用性について検証する必要がある。 

  



 


